大学生新入生の無気力傾向に関する一考察  ―ソーシャル・サポート、自己開示傾向との関連― by 浦辺 諒子 & Ryoko Urabe






























































ついて、本大学の新入生を対象に 3 回に渡る質問紙調査を行った。3 回の調査を、それぞれ調査 1、
調査 2、調査 3 とし、以下に詳述する。 
 
1.調査の時期と被験者 
調査１：2012 年 4 月末、有効回答数 149 名 
調査 2：2012 年 6 月末、有効回答数 125 名（調査 1 の有効回答者に対して実施） 
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定する尺度。全 18 項目、4 件法。無気力傾向の時系列での変化を調べるため、調査 1~3 に渡り、全
く同じ質問紙に回答を求めた。（信頼性係数は調査１：a=.73、調査 2：a=.89、調査 3：a=.81） 
（3）知覚されたソーシャル・サポート尺度 
福岡（2007）が作成した、知覚されたソーシャル・サポートを測定する尺度。家族と友人について
各 10 項目、4 件法。大学入学時点で、新入生がどの程度サポートを得られると知覚しているのか確認
するため、調査 1 において回答を求めた。（信頼性係数 a＝.90） 
（4）開示状況質問紙 
遠藤（1989）が作成した、状況を超えた一般的な自己開示傾向と、社会的状況別の自己開示傾向（開
示意向）を測定する尺度。全 18 項目、6 件法。（信頼性係数 a=.89） 
（5）実行されたソーシャル・サポート尺度 
実行されたソーシャル・サポートを測定する尺度。調査１で使用した福岡（2007）の「知覚された
ソーシャル・サポートを測定する尺度」を筆者が修正して使用。家族と友人について各 10 項目、4 件









はじめに、被験者全体を調査 1 の無気力得点の下位 25％・中位 50％、上位 25％で分割して、無気
力低群（～23 点）、無気力中群（24～30 点）、無気力高群（31 点～）の 3 群に群分けした。 
 
（1）調査１結果 










































20.93（1.93） 69.33（7.24） 36.83（3.57） 32.50（5.19） 68.88  （14.09） 
無気力中群 
（N=67） 
27.07（2.00） 67.61（8.90） 35.99（4.77） 31.62（5.13） 62.09  （13.19） 
無気力高群 
（N=42） 
34.05（4.13） 61.95（10.75） 33.36（6.64） 28.60（6.15） 57.74  （10.77） 
 









































調査 1 と同様に、無気力 3 群の間で、無気力得点、実行されたソーシャル・サポート得点に差が見
られるか検討するため、分散分析と多重比較を行った（表 4）。 
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（N＝３６） 23.17（4.02） 66.36（10.62） 33.97（6.29） 32.39（6.05） 
無気力中群 
（N＝５７） 28.42（5.29） 64.19（8.81） 33.88（5.42） 30.32（5.41） 
無気力高群 
（N＝３２） 33.38（4.64） 59.69（12.07） 31.91（7.56） 27.78（6.34） 
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（3）調査 3結果 
調査 1、調査 2 と同じように、被験者全体を調査 1 と同じ無気力 3 群に分割し、無気力低群、無気
力中群、無気力高群とする。無気力 3 群別の無気力得点、全体の実行されたサポート得点、実行され
た家族サポート得点、実行された友人サポート得点の平均値と標準偏差を算出した（表 5）。 
調査 1、2 と同様に、無気力 3 群の間で、無気力得点、実行されたソーシャル・サポート得点に差
が見られるか検討するため、分散分析と多重比較を行った（表 6）。 
分散分析の結果、調査 1、2 と同様に、無気力得点は 0.1％水準で有意差が見られた。実行されたソ
ーシャル・サポート得点は、全体の実行されたサポート得点は、有意差は見られなかったものの、10％
水準で有意傾向が見られた。実行された家族サポート得点は調査 2 と同様に有意差は見られなかった。

























22.24（3.33） 68.81 (10.06) 34.67(6.46) 34.14(5.39) 
無気力中群 
（N=34） 
28.35（4.83） 65.82(11.87) 34.94(6.71) 30.88(6.35) 
無気力高群 
（N=20） 
33.75(5.87) 61.30(10.65) 32.05(6.82) 29.25(5.36) 
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***＝p<.001、**＝p<.01、*= p<.05、+= p<.10 を表す。 
 
2.無気力 3群別の時系列による変化の検討 
ここでは、調査 1 から調査 3 までの結果を時系列に沿って比較検討する。 
 
（1）無気力得点の変化 
まず、無気力得点の変化を時系列で検討するため、調査 1 と調査 2 の無気力得点について無気力 3
群別に対応のあるｔ検定を行った（表 7、図１）。その結果、無気力低群は調査 1 と調査 2 の間で 1%
水準で有意差が見られた。平均値を比べると、調査 1 よりも調査 2 の方が高い。つまり、無気力低群
は調査 1 時点に比べ、調査 2 時点で無気力得点が有意に高くなっているという結果が得られた。無気
力中群は、調査１と調査２の間で 5%水準で有意差が見られた。平均値を比べると、無気力低群と同
様に、調査 1 よりも調査 2 の方が高い。つまり、無気力中群は調査 1 時点に比べ、調査 2 時点で無気
力得点が有意に高くなっているという結果が得られた。無気力高群は調査 1 と調査 2 の間で有意差は
見られなかった。つまり、無気力高群は調査 1 時点でも調査 2 時点でも無気力得点に変化はないとい
う結果が得られた。 
調査 2 と調査 3 についても同様に、無気力得点について無気力 3 群別に対応のあるｔ検定を行った
（表 8）。その結果、調査 2 と調査 3 の間では無気力低群、無気力中群、無気力高群ともに有意差は
見られなかった。つまり、調査 2 時点と調査 3 時点の間では無気力 3 群ともに無気力得点に変化はな
いという結果が得られた。 
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表 7 調査 1 と調査 2 の無気力得点の対応のあるｔ検定 
 調査１ 調査２ ｔ値 
無気力低群（N=３６人） 20.97  （1.96） 23.17  （4.02） -3.252*＊ 
無気力中群（N=５７人） 26.93  （1.98） 28.42  （5.29） -2.273* 
無気力高群（N=３２人） 33.53  （3.28） 33.38  （4.64） 0.261 
**＝p<.01,*= p<.05 を表す。 
 











表 8 調査 2 と調査 3 の無気力得点の対応のあるｔ検定 
 調査２ 調査３ ｔ値 
無気力低群（N=２１） 21.76（3.25） 22.24（3.33） -.879 
無気力中群（N=３４） 27.76（5.20） 28.35（4.83） -.765 
無気力高群（N=２０） 34.60（4.88） 33.75（5.87） 1.039 
 
以上の結果をふまえ、無気力得点の時系列での変化についてより詳しく検討するため、調査 1 と調
査 2 の無気力得点について項目別に対応のあるｔ検定を行った（表 9、10）。その結果、項目 4 は 1%
水準で有意差が見られた。項目 6、7、8 は 0.1%水準で有意差が見られた。項目 9、10 は 5%水準で有
意差が見られた。平均値を比べると、項目 4、6、7、8、10 は調査 1 時点よりも調査 2 時点の方が無
気力得点が有意に高いという結果が得られた。一方、項目 9 は調査 1 時点よりも調査 2 時点の方が無
気力得点が有意に低いという結果が得られた。 
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表 9 無気力得点の項目別の対応のあるｔ検定（調査 1 と調査 2 の比較） 
無気力得点が上がった項目 調査 1 調査 2  ｔ値 
4．必要な単位以外でも、関心のある授業は取るようにしている 2.26 2.51 -3.163** 
6．授業に出る気がしない 1.57 1.88 -4.217*** 
7．朝寝坊などで、授業に遅れることが多い 1.31 1.65 -4.415*** 
8．なんとなく授業をさぼることがある 1.1 1.46 -5.114*** 
10．授業の課題の提出が遅れたり、出さなかったりすることがある 1.54 1.7 -2.088*  
***＝p<.001、**＝p<.01、*= p<.05 を表す。 
 
表 10 無気力得点の項目別の対応のあるｔ検定（調査 1 と調査 2 の比較） 
無気力得点が下がった項目 調査 1 調査 2 ｔ値 
9．大学からの連絡事項を見落としてしまうことが多い 2.14 1.95 2.188* 
*= p<.05 を表す。 
 
（2）実行されたソーシャル・サポート得点の変化 
続いて、実行されたソーシャル・サポート得点の変化を時系列で検討するため、調査 2 と調査 3 の
全体の実行されたサポート得点、実行された家族サポート得点、実行された友人サポート得点につい
て、無気力 3 群別に対応のある t 検定を行った（表 11）。その結果、無気力低群は全体の実行された
サポート得点に 5%水準で有意差が見られた。実行された家族サポート得点には有意差は見られなか
った。実行された友人サポート得点は 5%水準で有意差が見られた。平均値を比べると、調査 2 より
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表 11 実行されたソーシャル・サポート得点の対応のあるｔ検定 
N=75 調査 2 調査 3 ｔ値 
無気力低群（N＝21） 
全体 66.33（10.75） 68.81（10.06） -2.112* 
家族 34.43（6.19） 34.67（6.46） -.366 
友人 31.90(6.24) 34.14(5.39) -2.481* 
無気力中群（N=34） 
全体 64.24（9.38） 65.82（11.87） -1.127 
家族 33.53（5.64） 34.94（6.71） -1.607 
友人 30.71(5.33) 30.88(6.35) -.245 
無気力高群（N＝20） 
全体 59.80（10.96） 61.30（10.65） -1.079 
家族 31.95（7.33） 32.05（6.82） -.141 
友人 27.85(4.93) 29.25(5.36) -1.589 
*= p<.05 を表す。 
 
以上の結果をふまえ、実行されたソーシャル・サポート得点の時系列での変化をより詳しく検討す
るため、調査 2 と調査 3 の実行されたソーシャル・サポート得点について項目別に対応のあるｔ検定
を行った（表 12、13）。その結果、実行された友人サポートのうち項目 1、6、8 に 5%水準で有意差
が見られた。また、実行された家族サポートのうち項目 9 に 5%水準で有意差が見られた。平均値を
比べると、項目 1、6、8 は、調査 2 時点よりも調査 3 時点で実行された友人サポート得点が有意に高
いという結果が得られた。項目 9 は、調査 2 時点よりも調査 3 時点で実行された家族サポート得点が
有意に低いという結果が得られた。 
 
表 12 実行されたサポート得点の項目別の対応のあるｔ検定 
実行されたソーシャル・サポート得点が上がった項目 調査 2 調査 3 ｔ値 
友
人 
１．あなたの気分をなごませたり、くつろがせてくれる人は… 3.61 3.75 -2.299* 
6．あなたが 1 日以上家を留守にしなければならないとき、 
その間の世話をしてくれる人は… 
2.00 2.29 -2.309* 
8．身体の具合が思わしくないとき、面倒を見てくれる人は… 2.48 2.75 -2.470* 
*= p<.05 を表す。 
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表 13 実行されたサポート得点の項目別の対応のあるｔ検定 
実行されたソーシャル・サポート得点が下がった項目 調査2 調査 3 ｔ値 
家族 9．必要なとき、あなたに物質的・金銭的な支援をしてくれる人は… 3.92 3.79 2.185* 










れたサポート得点と自己開示得点の間には調査 2、調査 3ともに 0.1%水準で弱い正の相関が見られた。 
 
表 14 ソーシャル・サポートと自己開示の相関分析 
 自己開示 
調査1 知覚されたポート 
Pearson の相関係数 .300*** 
有意確率 (両側) .000 
調査2 実行されたサポート 
Pearson の相関係数 .408*** 
有意確率 (両側) .000 
調査3 実行されたサポート 
Pearson の相関係数 .402*** 




次に、被験者を調査 1 の自己開示得点の平均点の上下で分割し、自己開示低群（～62 点）と自己開
示高群（63 点～）に群分けし、自己開示低群と自己開示高群における自己開示得点についてｔ検定を
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サポート得点に差がみられるか検討するため、自己開示 2 群別にｔ検定を行った（表 16）。その結果、
知覚されたソーシャル・サポート得点は自己開示低群と自己開示高群の間で 5％水準で有意差が見ら






表 16 自己開示 2 群別のソーシャル・サポート得点のｔ検定 
自己開示低群 自己開示高群 ｔ値 
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差が見られた。平均値を比べると、自己開示高群の全体の実行されたサポート得点と実行された友人




表 17 実行されたソーシャル・サポート得点の対応のある t 検定 
 調査 2 調査 3 ｔ値 
自己開示低群 
（N＝40） 
全体 61.28（11.04） 62.63（13.11） -1.070 
家族 32.40（6.67） 32.86（7.45） -.667 
友人 28.88（5.74） 29.75（6.80） -1.153 
自己開示高群 
（N＝35） 
全体 66.34（8.95） 68.69（7.71） -2.492* 
家族 34.46（5.64） 35.49（5.51） -1.645 
友人 31.89（5.16） 33.20（4.51） -2.346＊ 
















されたサポートが多く、自己開示傾向は高いといえる。したがって仮説 1 は支持された。 
先行研究では福岡（2000）が知覚されたサポートが無気力傾向を防ぐ効果があると指摘しており、
本研究はその結果を追証するものといえる。 





調査 1、2、3 および時系列による変化の検討の結果から、無気力 3 群別に無気力傾向の推移を検討
した。調査 1 と調査 2 を比べると、無気力低群と無気力中群は無気力傾向が上がっており、無気力高
群は無気力傾向に変化は見られなかった。そして、調査 2 では無気力低群は無気力高群よりも実行さ
れたサポートが多いという結果が得られている。 
調査 2 と調査 3 を比べると、無気力低群、無気力中群、無気力高群いずれも無気力傾向に変化は見
られなかった。調査 3 では無気力低群は無気力高群よりも実行されたサポートが多いという結果が得
















平均値が低いということである。3 点目は、無気力傾向の上昇が見られたのは、4 月末から 6 月末に
かけてのみであり、6 月末から 10 月にかけて無気力傾向に変化は見られず、無気力傾向が時間の経過
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Ⅴ．面接調査 
補足的研究として面接調査を実施した。質問紙調査の回答者のうち、面接調査に応じてくれた 5 名
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